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第 2712 回 2025 年 6 月 3 日(火) 
 

『創立記念夜間例会』 点鐘 18：30 

 ＊第１例会行事 

＊入会式 

Weekly Report No.2419 
2024-25 会長方針 

不易流行 ～より良い未来の実現のために～ 

会長  荒木義男 幹事  虫賀大輔 会報委員長  佐溝勝樹 

2024-25 

国際ロータリーテーマ 

本 日 のプログラム   次回例会のご案内  

第 2711 回 2025 年 5 月 27 日(火) 
 

『プログラム卓話』 

卓話「特殊詐欺の実態！」 

岐阜羽島警察署警務課長 大熊 秀則様 

☆例会後、次年度第３回理事役員会 

 

 
第2710回 2025年5月20日(火) 

『クラブフォーラム』 青少年奉仕委員会 

卓話「青少年奉仕について」 

青少年奉仕委員長 栗山 和洋 

☆例会後、次年度第１回クラブ協議会 

 
米山奨学生 

沙其拉（サチラ）さん 

出身：中国 

岐阜大学 連合農学部 

生物生産科学専攻２年 

 
会長 荒木 義男 

皆さん、こんにちは。 

まずはお客様のご紹介です。米山奨

学生の沙其拉(サチラ)です。サチラさ

んは中国のご出身で、現在、岐阜大学の

連合農学部 生物生産科学専攻 2 年生

です。羽島 RCのサポート期間は、2025年4月から2027

年3月までの2年間です。カウンセラーの虫賀幹事から

はとても優秀な方と聞いています。 

サチラさん、大学での研究成果をまたここでお聞かせ

ください。期待しています。また何か困ったことなどあ

れば、何でもご相談ください。会員の皆さん、国際親善

の観点からもご支援をどうぞよろしくお願い致します。 

さて、本日は青少年奉仕委員会担当のクラプフォーラ

ムが開催されます。栗山委員長のお話しをとても楽しみ

にしていますが、私からは日本の若者を取り巻く現状に

ついて、少しお話しさせていただきたいと思います。 

北海道大学大学院の教育学研究院、加藤准教授が発表

した調査データ「日本の若者意識の現状～国際比較から

見えてくるもの」によれば、自分自身に満足していると

答えた若者の割合が日本は4 5 . 1 %でした。最も高い

アメリカはなんと 8 7 %で、日本は自分に自信が持てな

いと感じている若者が、相対的に多い傾向にあるそうで

す。 

その要因として考えられるのは、自分が役に立たない

人間だと感じている若者が全体の約 50 %もいることが

根底にあると加藤准教授は分析していますが、実は、ア

メリカの若者もほぼ同数が自分は役に立たないと感じ

ているのにも関わらず、なぜか日本だけ、自分に満足で

きていない若者がたくさんいるという現実があります。 

ちなみに統計を取っている国は、日本、韓国、アメリ

カ、イギリス、ドイツ、 フランス、スウェーデンの 7か

国なのですが、日本の若者が諸外国の若者と比べて、自

分自身を肯定的に捉えている者の割合が低くなってい

る根本的な原因は、教育なのか、社会環境なのか、経済

状況なのか、一体何なのでしようか。 

私はこの結果が、若者自身が「自分はこれから成長し

ていくんだ。まだまだこれからだ。」という向上意識の裏

前回例会の記 録  

米山奨学生 紹介  

会 長 の 時 間  

 



返しや、日本人特有の謙虚さなどから来るものなら良い

と思います。が、他の質問で「子供や若者が対象となる

政策や制度については子供や若者の意見を聞くように

すべき」と「社会をより良くするため、私は社会におけ

る問題の解決に関与したい」について、そう思うと答え

た若者の割合は諸外国と比べて最も低い結果となりま

した。 

私たちが気づいていないだけで、なんとなく若者が自

分の意見を主張しにくい、どことなくそういう場やチャ

ンスがないといった社会構造が日本にはあるのではな

いかと、とても気になるところです。 

話しは変わって生成 A I、これからの時代には必要不

可欠なツールになると、以前のこの時間でもご紹介しま

したが、とても気になるレポートがありました。 

現在、日本の小学校から中学校では一人に一台のテジ

タル端末が配られていて、自宅で学習するという動きが

広がっています。ところが、デジタル端末でまじめに勉

強している子供たちの偏差値が、家でほとんど勉強して

いない子供たちよりも低かったという驚くべき調査結

果があります。これについて文科省は、因果関係は認め

られなかったという検証結果を公表しましたが、デジタ

ル端末が学力を低下させた原因であることは明らかで

あり、デジタル教育の先進国であった北欧では、紙の教

科書やノートの使用といったアナログ教育に戻り始め

ています。 

なぜこんなことになるのかと言えば、端末を使って検

索すれば簡単に答えを見つけられますし、自分でとこと

ん本を読んで調べたり、自分の頭で深く考えなくなり、

その結果、脳の機能が低下。同時に学力の低下に繋がっ

たのではないかと考えられています。私も携帯がない頃、

お客様の電話番号を 30件くらい暗記していました。 今

は全く分かりません。 

さらに、大学生を対象にした別の調査では、スマホ依

存の学生たちの脳を調べたところ若くして脳の老化が

始まっているとの結果が見られ、さらにそういった学生

は自尊心や自己肯定感、共感性が低く、感情の抑制がで

きないなどの傾向があるとの報告も出されました。先ほ

どご紹介した日本の若者が自分に自信を持てない原因

の一つが、ここにあるのではないかなぁと想像してしま

います。だからと言って、スマホやタブレットを子供た

ちから一方的に取り上げたりすることは、別の意味で逆

効果になることもありますから、なかなか難しい問題で

す。 

今般、地区のインターアクト委員会が実施する韓国派

遣交換学生交流事業には、2630 地区から 30名の高校生

の応募がありました。彼らは各学校の I ACで、地域の

清掃活動や子ども食堂、街頭募金などのボランティア活

動を積極的に行なっている生徒さん達です。先ほどの北

海道大学加藤准教授の調査結果には、ボランティア活動

をしている若者ほど、社会が抱える問題の解決に自分も

かかわっていきたいという傾向が強いことが分かって

います。 

私たちの活動はいわば草の根かも知れませんが、混沌

とした現代社会においてこれからの時代を担っていく

大切な若者や子供たちを時間をかけて支援していくこ

と、何が正しいことなのかをしっかり教えていくことは、

私たち大人の責任ではないかと思っておりますが、皆さ

まはいかがお考えでしようか。ご清聴ありがとうござい

ました。 

 
 「青少年奉仕について」 

青少年奉仕委員長 栗山 和洋 

・ロータリーの五大奉仕活動 

・青少年奉仕とは 

・青少年奉仕活動 

ロータリー青少年指導者養成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ロータリー青少年交換 

インターアクト 

羽島北高等学校 IAC 

 

 
出席委員会 
・本日の出席率  
出席規定会員数 ３４名中 ２９名 ８５.２９％ 

 

ニコニコＢＯＸ委員会 
◎ニコニコＢＯＸ 

◆荒木 義男君  虫賀 大輔君  加藤 宗雄君  

佐溝 勝樹君  岩田 勝美君  南谷 茂伸君  

堀  雅利君  川﨑 正一君  松田 和彦君  

野中  学君  栗山 和洋君  栗山 浩幸君  

平松 暁仁君  加藤 隆康君  木寺 祐樹君  

安藤 賢治君  柳原 望成君  山下 正弘君  

佐藤 裕昭君  杉山 大地君  森  輝廣君    

青木まき子さん 輿石  豊君  横山 方彦君  

大橋 竜二君  近藤 裕美さん 青木 秀益君   

 本日は、「友愛例会」となります。増強活動・入会式

クラブフォーラム 青少年  

委 員 会 報 告 



2025-26年度 クラブ協議会 開催 
 

です。よろしくお願いします。 
 

本日のニコニコＢＯＸ ２７，０００円 
 

◎仕合せ貯金 

 荒木 義男君  川﨑 正一君  堀  雅利君  

森  輝廣君  南谷 茂伸君 
 

本日の仕合せ貯金 ５，０００円 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

●５月２１日（水）１８：００～次年度９ＲＣ幹事会が大垣

フォーラムホテルにて開催 

【次期会長・次期幹事・次期副幹事・事務局】 

●次回例会は５月２７日（火）『プログラム卓話』 

  卓話 「特殊詐欺の実態！」 

岐阜羽島警察署警務課長 大熊 秀則様  

  例会後、次年度第３回理事役員会開催 

●回覧内容 

 ①６月３日（火）創立記念夜間例会出欠確認名簿  

②次年度活動計画書用会員名簿 

 ③ミャンマー大地震ご支援金のお願い 

④（財）ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学会より『ﾊｲﾗｲﾄよねやま』 

≪第１１回理事役員会 報告≫ 

● ６月のプログラムについて 承認   右記記載  

●ミャンマー大地震支援金について 承認  

幹 事 報 告（第２７１０回） 

 

本日の例会の食事 

（百万ドル） 

 ３日（火）第２７１２回 『創立記念夜間例会』 

夜間例会 点鐘 18：30 

＊お祝い行事 

＊入会式 

１０日（火）第２７１３回 『増強活動』 

◎例会後、第１２回理事役員会 

１７日（火）第２６７１回 『最終例会』 

      「一年を振り返って」会長 荒木 義男 

２０日（金）第５回ＩＤＭ  西松亭 18：30～ 

テーマ「今期を振り返って」 

ﾘｰﾀﾞｰ：荒木義男会長 

出席義務者1０名 

２２日（日）～２３日（月） 

羽島ＲＣ・ﾆｺﾆｺｺﾞﾙﾌ同好会 合同打ち上げ旅行 

２４日（火）休会 

★２８日（土）新旧理事役員懇談会 COA 18：30 

  ６   ★次年度 

各委員会から、次年度の事業計画の発表 

出席：理事役員・委員長・新会員  計２０名 

会員増強・広報 

分類選考 

Ｒ研修情報 

Ｒ財団 

米山記念奨学会 

ニコニコＢＯＸ 
 

 

親睦家族・出席 

クラブ会報・雑誌 

ＩＴ 

プログラム 

職業奉仕 

社会奉仕 

国際奉仕 

青少年奉仕 

 

 

 

会計 

ＳＡＡ 

副幹事・副会計 

新会員 


